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時事の話題時事の話題時事の話題時事の話題    

■■■■文化庁の京都移転文化庁の京都移転文化庁の京都移転文化庁の京都移転についてについてについてについて         

嬉しいことに、政府関係機関の地方移転に関する基本方針に、文化庁の京都移転が明記された。

京都では、「世界交流首都・京都」を目指す「京都ビジョン2040」に基づいて、京都府・京都市、

経済界、文化関係団体などオール京都で文化庁の誘致を推進してきた。今回の決定は、誘致に取

り組む京都の本気度、熱意が伝わった結果であり、心から歓迎するとともに、誘致活動に協力い

ただいた関係の皆さまに厚く御礼申し上げたい。この快挙は京都にとって、かつての都の一部が

戻ってくるという歴史的な出来事と受け止めており、政府は地方創生に本気で取り組む姿勢を示

したといえる。文化を中心とする国づくりや、文化振興による地方創生を実現するために、文化

庁を迎える京都の責務の重大さをあらためて実感している。 

文化庁の京都移転によって、経済界としては、文化を活かした観光振興あるいはまちづくりに

つながると考えている。また、文化庁と連携して、伝統産業の振興や、匠の技・デザインの分野

の人材育成に取り組むことで、より付加価値の高い商品開発ができると期待している。さらに京

都の都市格・都市力の向上につながり、本所が取り組む知恵産業の高付加価値化にも結び付くの

ではないか。「文化庁が京都に移ってよかった」と評価いただけるよう、引き続きオール京都が

一体となり、受入れ体制の構築やさらなる機運の盛り上げ等に取り組んでいきたい。 

 

■■■■景況景況景況景況についてについてについてについて         

 本所がまとめた１～３月期の京都企業の経済動向調査結果は、堅調であった前期から大きく反

転した。国内景気動向は、建設業を除くすべての業種で大幅なマイナスとなった。自社業況につ

いても、建設業及び小売業などプラスを維持する業種が見られるものの限定的であり、観光関連

産業が牽引し好調であった前期と比べて大幅なマイナスとなった。また先行きについても国内景

気と同様に慎重な見通しが広がっている。今回の調査では企業の規模や業種を問わず、売上不振

や人手不足に対する不安感の広がりが見られた。加えて、株価の下落や円高の進行という急激な

環境変化と中国経済の減速に対する懸念等が重なり、景気の先行きに停滞感を生んでおり、昨今

の設備投資や賃上げの消極的な態度につながっているのではないかと思う。 

 

京都商工会議所の動き京都商工会議所の動き京都商工会議所の動き京都商工会議所の動き    

■■■■全国商工会議所観光振興大会全国商工会議所観光振興大会全国商工会議所観光振興大会全国商工会議所観光振興大会 2016 in 2016 in 2016 in 2016 in 京都について京都について京都について京都について            

本所と日本商工会議所が主催する「全国商工会議所観光振興大会」の参加募集パンフレットを

作成した。観光振興大会は、毎年全国の商工会議所が持ち回りで開催している。京都大会では、

東京オリンピックの4年前となる今年を「文化プログラム元年」と位置付け、全国から知恵を活

かした地方創生の取り組みを提言、発信していく場にしていきたい。大会規模は約1,300名を目

指しており、京都らしい文化や伝統、芸能、産業遺産なども活用しながら、京都に来てよかった

と感じていただけるよう、きめの細かいおもてなしで、質の高い大会にしていきたい。  

 

■■■■本所理事の選任について本所理事の選任について本所理事の選任について本所理事の選任について        

来年度は、ニュー京商ビジョン・サードステージの仕上げの年度を迎える。中小企業が輝く京

都創生に向けて、「知恵産業のまち・京都」実現への取り組みを着実に推進しなければならない。

そこで、事務局の機能をより高めていくため、稲垣理事を再任するとともに、日野企画室長に新



たに理事に就任してもらうこととした。稲垣理事と日野理事には、これまで培ってきた豊富な経

験やスキルを存分に活かし、中小企業の振興、地域経済の成長・発展に取り組んでもらいたい。 

 

■■■■事務局機構改革事務局機構改革事務局機構改革事務局機構改革についてについてについてについて        

「京都創生」と「知恵産業のまち・京都」の実現を一層進めるため、４月からの事務局体制を

改正する。「経済センタープロジェクト」を独立した部門として新設し、京都府・京都市をはじ

め関係機関と連携強化を図りながら、経済センターの整備推進に取り組んでいく。次に、未来の

成長に向けた創業や事業承継を一体的に支援するため、「創業・事業承継推進室」を中小企業経

営支援センター内に新たに設置する。そして、『京で働き、京で暮らす』社会を実現し、中小企

業の人材確保・雇用支援を拡充するため、会員部人材開発センターに「雇用担当」を設ける。 

 

記者からの質問事項記者からの質問事項記者からの質問事項記者からの質問事項    

■■■■文化庁の移転について、京都経済の発展にどういう効果がある文化庁の移転について、京都経済の発展にどういう効果がある文化庁の移転について、京都経済の発展にどういう効果がある文化庁の移転について、京都経済の発展にどういう効果があるか。か。か。か。    

京都経済への効果については十分に捉えきれていないが、「観光振興・まちづくり」「伝統産業

の振興」「知恵産業」へ良い影響があるのではないか。京都の文化力やブランド力、京都の都市

格・都市力の強化につながり、京都全体の経済基盤を引き上げていくと思う。 

 

■■■■文化庁の文化庁の文化庁の文化庁の移転候補移転候補移転候補移転候補地地地地がががが11111111 か所あるが、会頭が希望する場所があれば教えてほしいか所あるが、会頭が希望する場所があれば教えてほしいか所あるが、会頭が希望する場所があれば教えてほしいか所あるが、会頭が希望する場所があれば教えてほしい。。。。    

政府や文化庁が望むような候補地を京都府・京都市が提案できているかどうかによるのではな

いか。私自身、候補地を絞り込んでいない。 

 

■■■■経営経済動向経営経済動向経営経済動向経営経済動向調査について、調査について、調査について、調査について、１～３１～３１～３１～３月期は月期は月期は月期はかなり落ち込かなり落ち込かなり落ち込かなり落ち込んでいるようだか、んでいるようだか、んでいるようだか、んでいるようだか、この結果をこの結果をこの結果をこの結果をふまふまふまふま

ええええたたたた見解と、見解と、見解と、見解と、今後、今後、今後、今後、会議所として会議所として会議所として会議所として支援していかれることがあれば教えてほしい。支援していかれることがあれば教えてほしい。支援していかれることがあれば教えてほしい。支援していかれることがあれば教えてほしい。    

中国経済の落ち込みとともに、アジア諸国や欧州もそれに引きずられて冷え込んでいることか

ら、海外経済の落ち込みが要因となっているのではないか。また、国内景気においても先行きへ

の不透明感が出てきている。設備投資や賃上げも昨年に比べて低い水準に落ち着きそうで、それ

が消費マインドにマイナスの影響を与えているのではないか。本所としては、これまでの支援活

動を引き続き充実させていきたい。 

 

■■■■消費税率の引き上げ時期をめぐって、政府は消費税率の引き上げ時期をめぐって、政府は消費税率の引き上げ時期をめぐって、政府は消費税率の引き上げ時期をめぐって、政府は海外の有識者を招いて海外の有識者を招いて海外の有識者を招いて海外の有識者を招いて意見を聞いているようだ意見を聞いているようだ意見を聞いているようだ意見を聞いているようだ

が、立石会頭の見解を伺いたい。が、立石会頭の見解を伺いたい。が、立石会頭の見解を伺いたい。が、立石会頭の見解を伺いたい。    

多くの企業が先行きへの不透明感を抱いているようだが、消費税率の引き上げは社会保障に必

要な安定的な財源を捻出するためであり、一時の景気変動を理由に先延ばしをするべきではない

と考える。政府としては、有識者の意見をふまえて政治判断されていくと思うが、基本的には予

定どおり引き上げた上で、増税後の景気の落ち込みに対しては財政出動等で、支援策をきめ細や

かに打ち出していくことが望ましいと思う。 

 

■■■■大津地裁が高浜原発３・４号機の再稼働を差し止める仮処分を決定し、原発の安全性を巡る大津地裁が高浜原発３・４号機の再稼働を差し止める仮処分を決定し、原発の安全性を巡る大津地裁が高浜原発３・４号機の再稼働を差し止める仮処分を決定し、原発の安全性を巡る大津地裁が高浜原発３・４号機の再稼働を差し止める仮処分を決定し、原発の安全性を巡る

議論や今後の電気料金に影響を与えそうだが、会頭ご自身の見解を伺いたい議論や今後の電気料金に影響を与えそうだが、会頭ご自身の見解を伺いたい議論や今後の電気料金に影響を与えそうだが、会頭ご自身の見解を伺いたい議論や今後の電気料金に影響を与えそうだが、会頭ご自身の見解を伺いたい。。。。    

高浜原発３・４号機は、高い独立性を有する原子力規制委員会が慎重に審査し、世界最高水準

といわれる新基準に適合すると判断した原発である。専門家による審査結果を十分に尊重すると



ともに、安全が確保された原発は、地元の理解を得て早期に再稼動すべきであると考えている。

関西電力は不服申し立てを行ったが、昨年 12 月に仮処分が取り消された福井地裁のケースを見

ても、当面は再稼動できない状態が続くのではないかと懸念している。今回の原発の停止によっ

て、電気料金値下げが先送りとなったことは、京都経済界にとっては大きな痛手であり、極めて

残念だ。 

 

■■■■京都経済センターについて、来年度京都経済センターについて、来年度京都経済センターについて、来年度京都経済センターについて、来年度は力を入れていくは力を入れていくは力を入れていくは力を入れていくようだが、直近のスケジュールようだが、直近のスケジュールようだが、直近のスケジュールようだが、直近のスケジュール等等等等わかわかわかわか

っている範囲で教えてほしい。っている範囲で教えてほしい。っている範囲で教えてほしい。っている範囲で教えてほしい。    

事業者については既に公表している通り、大成建設株式会社に決定したが、事業契約の締結に

向けて、現在、設計内容等を調整しているところであり、確定次第、事業契約を締結する。本所

は、約3,500㎡の床面積を確保し、区分所有することとしている。来年度早々には事業に着手し、

平成 30 年度中に完成できるよう、オール京都で力を合わせて、知恵を出し合って取り組んでい

きたい。           

以 上 
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要 約　京都の経営経済動向調査結果（2016. 3 . 22）

－2016年１～３月期実績と2016年４～６月期及び2016年７～９月期予想－

京 都 商 工 会 議 所
担当：中小企業経営支援センター

電話（075）2 1 2－6 4 6 7

国内景気、自社業況ともに大きく下降に転じる
～先行きに対する不安が景気の停滞感を生む～

概　　要
今期の国内景気は堅調であった前期から大きく反転し、ＢＳＩ値０を示した建設業を除くすべて
の業種で大幅なマイナスとなった。４～６月期、７～９月期も、引き続き悪化傾向を予想しており、�
中国経済の減速懸念や株価の下落などによる先行き不透明感がうかがえる。
自社業況についても好調であった前期から大きく反転し、建設業、小売業を除くすべての業種で�
大幅なマイナスとなった。先行きについても、国内景気同様、引き続き悪化傾向を予想しており、�
当面は弱気な見通しが広がっている。
今回の調査では、企業の規模を問わず、不需要期による売上不振や幅広い業種で人手不足感に深刻
さが増していることなどが懸念材料となって、全体として停滞感が漂っている。

（注）２月の中旬から下旬にかけて同調査を実施し、569社中440社から回答を得た（対象は、京都府内に本
社、本店などを持つ企業）。また１～３月期のＢＳＩ値は、2015年10～12月期の景況感を基準に強気なら�
「プラス」、弱気なら「マイナス（▲）」で表している。算出方法は、上昇回答から下降回答を差し引き、
２分の１を乗算。

Ⅰ　国 内 景 気 動 向
2016年１～３月期は、「上昇」とした企業６．８％、「下降」とした企業４４．９％、ＢＳＩ値�

▲１９．１（前期実績４．４）となり、大きく下降した。続く４～６月期は▲５．８、７～９月期は�
▲２．８とマイナス幅は徐々に縮小するものの、３期連続して、下降すると予想している。

Ⅱ　企 業 経 営 動 向
自社業況（総合判断）　　2016年１～３月期は、「上昇」とした企業１７．４％、「下降」とした企業
３９．３％、ＢＳＩ値▲１１．０（前期実績８．１）とマイナスに転じた。続く４～６月期▲２．３、
７～９月▲０．４とマイナス基調で推移する見通し。

1 ．生産・売上高、工事施工高　　2016年１～３月期は、「増加」１８．５％、「減少」４１．４％、�
ＢＳＩ値▲１１．５（前期実績９．９）と大きく減少した。今後の４～６月、７～９月期ともに�
▲０．４と減少傾向を維持すると予想している。

2 ．製・商品・サービス・請負価格　　2016年１～３月期の製品価格、商品価格、サービス価格、�
建設業請負価格を総合的に見ると、「上昇」６．８％、「不変」８０．３％、「下降」１２．９％、�
ＢＳＩ値▲３．１と下降に転じた。続く４～６月期は０．６とやや上昇するが、４～６月期は▲１．２�
と再び下降する見通しとなっている。
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3 ．経　常　利　益　　2016年１～３月期は、「増加」１７．６％、「減少」４１．２％、ＢＳＩ値�
▲１１．８（前期実績４．５）と大きく減少に転じた。今後の４～６月期も、その傾向を維持し、�
▲３．９と減少する見込、続く７～９月期も▲３．６と減少が続くと予想。

4 ．所定外労働時間　　2016年１～３月期は、ＢＳＩ値▲２．９（前期実績１０．６）と減少に転じた。�
今後の４～６月期は▲１．１と引き続き減少を見込み、続く７～９月期も▲０．９とわずかではある
が、減少が続くと予想する。

5 ．製・商 品 在 庫　　2016年１～３月期は、「適正」とする企業が８１．５％、「過剰」とする企業が
１６．１％、「不足」とする企業が２．４％、ＢＳＩ値６．９（前期実績６．８）と引き続き適正水準�
で推移したが、繊維卸（「過剰」３６．４％）、繊維製造（「過剰」３３．３％）など一部の業種で�
過剰感が見られている。今後の４～６月期は「適正」が８５．５％、７～９月期は８８．２％と、改善�
する見込み。

6 ．資　金　繰　り　　2016年１～３月期は、「改善」とする企業が８．０％（前期実績１２．０％）と
幾分減少、「悪化」とする企業が１３．６％（前期実績８．９％）と増加し、ＢＳＩ値▲２．８（前期�
実績１．６）と悪化した。今後の４～６月期には▲０．７と「悪化」の割合が減少するが、７～９月期に�
▲２．１と再び悪化する見通しとなっている。

Ⅲ　当面の経営上の問題点
第１位は、「受注・売上不振」（４９．３％）、第２位は、前回第３位の「求人難」（３０．０％）が順位�
を上げた。第３位は「過当競争」（２５．０％）、第４位には前回第７位の「製・商品（請負）価格安」
（１８．４）が大きく順位を上げている。第５位には「人件費負担増大」（１７．５％）、第６位には�
「技能労働者不足」（１６．４％）が続き、前期に引き続き、人材の確保が業種を問わず、経営に大きく�
影響を及ぼしていることを表している。

Ｂ．Ｓ．Ｉ．値の総括表
実　　　　　績 予　　　　　想

2015年10～12月期 2016年 1 ～ 3 月期 2016年 4 ～ 6 月期 2016年 7 ～ 9 月期

国 内 景 気 動 向 4.4 ▲� 19.1 ▲� 5.8 ▲� 2.8

京
都
企
業
の
経
営
動
向

自 社 業 況（ 総 合 判 断 ） 8.1 ▲� 11.0 ▲� 2.3 ▲� 0.4

１．生産・売上高、工事施工高 9.9 ▲� 11.5 ▲� 0.4 ▲� 0.4

２．製･商品･サービス･請負価格 3.9 ▲� 3.1 0.6 ▲� 1.2

３．経 常 利 益 4.5 ▲� 11.8 ▲� 3.9 ▲� 3.6

４．所 定 外 労 働 時 間 10.6 ▲� 2.9 ▲� 1.1 ▲� 0.9

５．製 ・ 商 品 在 庫 6.8 6.9 3.8 3.5

６．資 金 繰 り 1.6 ▲� 2.8 ▲� 0.7 ▲� 2.1

※　Ｂ．Ｓ．Ｉ．値＝（上昇［増加、他］－下降［減少、他］）×１　２



    

    

全国商工会議所観光振興大会全国商工会議所観光振興大会全国商工会議所観光振興大会全国商工会議所観光振興大会 2016in2016in2016in2016in 京都京都京都京都    概要概要概要概要    

 

１．日  程   平成 28 年 7 月 11 日（月）～13 日（水） 

２．会  場   ロームシアター京都、みやこめっせ、平安神宮会館他 

３．内  容   全体会議／交流会／分科会／エクスカーション 

４．主  催   日本商工会議所／京都商工会議所 

５．共  催   京都府商工会議所連合会 

６．テ ー マ   「2020 年オリンピック・パラリンピック開催に向けた交流 

文化・観光の創造～全国から知恵を活かした地方創生の取り組みを！～」 

７．参加者数   全 体 会 議：約 1300 名（全国商工会議所役員・議員・職員等） 

         全体交流会：約 1000 名 

         分 科 会：約 800 名 

         エクスカーション：約 400 名 

 

 

 

 

過去の開催過去の開催過去の開催過去の開催地一覧地一覧地一覧地一覧 

記者配布資料② 












